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令
和
元
年
度
関
東
甲
信
越
静
地

区
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
・
医
師

会
長
合
同
協
議
会
が
、
７
月
６
日

（
土
）、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
本

協
議
会
は
一
都
十
県
の
都
県
医
師

会
と
衛
生
行
政
の
担
当
者
が
医

療
、
福
祉
、
保
健
衛
生
等
の
共
通

の
課
題
を
協
議
す
る
会
で
、
昭
和

42
年
か
ら
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
回
は
東
京
都
医
師
会
と
東

京
都
が
主
催
し
、
来
賓
に
日
本
医

師
会
の
横
倉
義
武
会
長
、
今
村
聡

副
会
長
、
石
川
広
己
、
道
永
麻
里
、

羽
鳥
裕
、
釜
萢
敏
各
常
任
理
事
、

迫
井
正
深
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

審
議
官
、
北
窓
隆
子
厚
生
労
働
省

関
東
信
越
厚
生
局
長
を
迎
え
、
東

京
都
か
ら
は
小
池
百
合
子
知
事
、

内
藤
淳
福
祉
保
健
局
長
以
下
７

名
、
東
京
都
医
師
会
か
ら
は
尾
﨑

治
夫
会
長
以
下
19
名
の
役
員
が
参

加
し
た
。

猪
口
正
孝
副
会
長
が
開
会
を
宣

言
し
た
後
、
主
催
者
と
し
て
小
池

知
事
、尾
﨑
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
と
し
て
横
倉
会
長
、
迫
井
審

議
官
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

協
議
会
で
は
以
下
の
２
つ
の
議

題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

提
案
▼
群
馬
県
、
新
潟
県
医
師
会

は
じ
め
に
提
案
県
で
あ
る
群
馬

県
よ
り
、「
医
師
確
保
計
画
及
び

外
来
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
」
の
提
案
理

由
の
説
明
が
あ
っ
た
。
次
に
新
潟

県
医
師
会
よ
り
「
医
師
不
足
、
医

師
偏
在
対
策
に
つ
い
て
」
の
提
案

理
由
の
説
明
が
あ
っ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
⻆
田
徹

副
会
長
よ
り
、
医
師
不
足
、
医
師

偏
在
対
策
に
関
す
る
事
項
に
関
し

て
、「
東
京
都
に
は
、
本
院
を
有

す
る
医
学
部
・
医
科
大
学
が
13
あ

り
、
新
専
門
医
制
度
に
お
い
て
も

シ
ー
リ
ン
グ
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
13
あ
る
二
次
医
療
圏

の
中
で
７
医
療
圏
に
お
い
て
は
、

人
口
10
万
人
に
対
す
る
医
師
数
は

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
医

師
の
偏
在
・
診
療
科
に
お
け
る
偏

在
は
他
県
と
同
様
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
地
域
医
療
対
策
協
議
会

は
平
成
25
年
度
に
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
①
医
療
機

関
に
お
け
る
医
師
確
保
支
援
、
②

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
③
医
師
確

保
状
況
の
実
態
把
握
、
④
情
報
発

信
・
相
談
対
応
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
本
会
で
は
、
地
域

医
療
対
策
協
議
会
、
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
等
に
委

員
を
派
遣
し
、
現
場
の
状
況
に
即

し
た
見
解
や
専
門
職
と
し
て
の
意

見
を
述
べ
、
こ
れ
ら
の
制
度
等
の

周
知
に
努
め
て
い
る
」
と
回
答
し

た
。
続
い
て
、
自
由
討
論
で
は
、

猪
口
副
会
長
よ
り
「（
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
に
関
し
て
）
外
来

医
師
偏
在
指
標
を
も
と
に
し
て
調

整
会
議
で
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な

検
討
を
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
来
賓
も
含
め
た
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

釜
萢
常
任
理
事
、
今
村
副
会
長
が

総
括
し
た
。

 

提
案
▼
埼
玉
県
医
師
会

は
じ
め
に
提
案
県
で
あ
る
埼
玉

県
医
師
会
よ
り
「
大
規
模
災
害
時

の
保
健
医
療
調
整
本
部
の
整
備
状

況
に
つ
い
て
」
の
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
っ
た
。

東
京
都
か
ら
は
、「
大
規
模
災

害
時
に
は
福
祉
保
健
局
を
保
健
医

療
調
整
本
部
と
し
て
位
置
付
け

る
。
保
健
医
療
調
整
本
部
は
都
庁

に
設
置
す
る
。
東
京
都
災
害
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
命
し
て

人
材
の
養
成
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
本
部
運
営
訓
練
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
毎
年
度
、
被
害
状
況
の

把
握
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
等
の
派
遣
調
整

の
図
上
訓
練
等
を
行
っ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
い
て
発
災
直
後
か
ら

中
長
期
に
至
る
ま
で
、
関
係
機
関

が
連
携
し
た
実
効
性
の
高
い
災
害

医
療
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、

東
京
都
医
師
会
、
保
健
所
、
区
市

町
村
等
で
構
成
さ
れ
る

協
議
会
を
設
置
し
て
い

る
。
東
京
都
と
東
京
都

医
師
会
は
、『
災
害
時

の
医
療
救
護
活
動
に
つ

い
て
の
協
定
書
』
を
締

結
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。

自
由
討
論
で
は
、
新

井
悟
理
事
か
ら
新
潟
県

に
対
し
て
、「
山
形
県

沖
地
震
（
令
和
元
年
６

月
18
日
）
に
際
し
て
、

発
災
の
初
期
に
広
域
災

害
救
急
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
が

使
え
な
い
状
態
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
連
絡
を
と
っ
た

か
」と
の
質
問
が
あ
り
、

新
潟
県
か
ら
は
「
Ｅ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
が
使
え
る
よ
う
に

な
る
ま
で
１
時
間
を
要

し
、
使
用
可
能
と
な
る

ま
で
は
各
自
電
話
で
ア

ナ
ロ
グ
的
に
情
報
収
集

を
し
て
連
絡
を
と
っ

た
」と
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
新
潟
県
医
師
会

か
ら
は
「
新
潟
県
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

チ
ー
ム
で
は
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
使
え
な

い
時
間
は
、民
間
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
連
絡
を
と
っ
た
」

と
追
加
発
言
が
あ
っ
た
。
最
後

に
、
石
川
常
任
理
事
が
総
括
し

た
。以

上
の
議
事
の
後
、
来
賓
の
迫

井
審
議
官
、
北
窓
関
東
信
越
厚
生

局
長
、
今
村
副
会
長
よ
り
談
話
が

あ
り
、
次
期
当
番
県
の
武
藤
幸
夫

群
馬
県
健
康
福
祉
部
長
、
須
藤
英

仁
群
馬
県
医
師
会
長
が
挨
拶
し
、

⻆
田
副
会
長
の
挨
拶
に
よ
り
閉
会

し
た
。

 

医
師
確
保
計
画
、
外
来
医
療

提
供
体
制
、
医
師
偏
在
対
策

等
に
つ
い
て

 

大
規
模
災
害
時
の
保
健
医
療

調
整
本
部
の
整
備
状
況
に
つ

い
て

小池知事の挨拶
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東京内科医会・東京小児科医会 合同学術講演会
オリパラ東京大会に向けてのワクチン対策緊急会議

■日時：2019年9月20日（金） 
19:30～21:00

■会場：東京都医師会館 2階講堂
　〒101-8328 東京都千代田区神田駿河台2-5
■事前申し込み不要
　対象：東京内科医会会員、東京小児科医会会員、
　　　　東京都医師会会員、医師等の医療関係者
« 開会の辞 »
東京小児科医会 会長　塙 佳生
« 来賓のごあいさつ »
東京都医師会 会長　尾﨑治夫
衆議院議員 　　　　安藤高夫
« 特別講演 »　19:40～
座長：東京内科医会 理事　鳥居 明

「国際イベントが続く日本、今後懸念される 海外からの様々な感染症について
  ～髄膜炎菌感染症、麻しん、風しん等～」
演者：川崎医科大学 小児科学 教授　中野貴司
« 閉会の辞 »
東京内科医会 会長　清水惠一郎

日本医師会生涯教育制度1単位（カリキュラムコード：8、11）
共催：東京内科医会、東京小児科医会、サノフィ株式会社／後援：東京都医師会

お問い合わせ先：東京内科医会 TEL 03-3259-6133

お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館
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東
京
都
内
の
医
療
施
設
に
従
事

す
る
医
師
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
全
国
１
位
で
29
・
２
％
（
２
０

１
８
年
12
月
）
だ
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

経
済
協
力
開
発
機
構
加
盟
国
の
平

均
女
性
医
師
比
率
は
44
・
８
％
に

達
し
、
日
本
は
い
ま
だ
国
際
的
に

低
い
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
医
学
部
入
学
試
験

で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
が
社

会
問
題
と
な
り
、
今
後
医
師
の
女

性
比
率
が
50
％
を
超
え
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
る
。

女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に

お
い
て
、
出
産
・
育
児
と
い
う
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
研
修
や
専
門
医

取
得
の
時
期
が
重
な
る
現
実
を
ふ

ま
え
、
近
年
、
女
性
医
師
が
離
職

す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
自
己
研

鑽
が
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
方

策
が
、
行
政
を
は
じ
め
と
し
て
関

係
各
機
関
で
取
り
組
ま
れ
て
き

た
。
勤
務
環
境
の
改
善
、
保
育
環

境
の
整
備
、
復
職
支
援
、
相
談
窓

口
の
充
実
な
ど
、
こ
の
数
年
の
取

り
組
み
は
刮
目
に
値
す
る
が
ま
だ

十
分
と
は
言
い
難
い
。
い
ま
だ
に 

女
性
医
師
の
就
業
率
が
30
代
で
底

を
つ
く
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
改
善
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
実
だ
。

今
後
さ
ら
に
女
性
医
師
の
就
労

支
援
を
進
め
て
い
く
に
は
何
が
課

題
と
な
る
の
か
。
日
本
医
師
会
男

女
共
同
参
画
委
員
会
で
は
女
性
医

師
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
国
内

全
病
院
（
８
４
７
５
施
設
）
に
勤

務
す
る
女
性
医
師
を
対
象
と
し
た

調
査
を
行
っ
た
（
女
性
医
師
の
勤

務
環
境
の
現
況
に
関
す
る
調
査
報

告
書 

２
０
１
７
年
８
月
）。
有
効

回
答
者
数
は
病
院
勤
務
女
性
医
師

の
お
よ
そ
35
％
・
約
１
万
人
に
達

し
、
女
性
勤
務
医
の
現
状
を
把
握

す
る
貴
重
な
統
計
と
な
っ
た
。
８

年
前
の
同
調
査
と
比
較
し
て
院
内

保
育
や
職
場
の
環
境
改
善
は
認
め

ら
れ
る
も
の
の
、
子
育
て
中
の
女

性
医
師
の
長
時
間
労
働
や
当
直
な

ど
の
就
労
環
境
、
職
場
や
家
庭
で

の
理
解
不
足
が
女
性
医
師
の
就

労
継
続
に
い
ま
だ
に
足
か
せ
と

な
っ
て
い
る
現
実
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

大
都
市
の
場
合
、
病
児
保
育
な

ど
勤
務
先
の
保
育
施
設
の
整
備
は

医
療
機
関
の
経
済
的
な
負
担
が
多

く
、
通
勤
時
間
や
保
育
環
境
の
問

題
で
利
用
率
が
上
が
ら
な
い
現
実

も
あ
る
。
地
域
の
保
育
設
備
の
整

備
な
ど
社
会
全
体
で
子
育
て
に
取

り
組
む
こ
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
育

児
休
暇
取
得
支
援
な
ど
働
き
方
改

革
の
議
論
に
盛
り
込
ん
で
い
く
こ

と
も
求
め
ら
れ
る
。

医
療
提
供
体
制
の
地
域
差
を
是

正
し
、
日
本
の
医
療
レ
ベ
ル
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
女

性
医
師
の
離
職
率
を
下
げ
る
と
と

も
に
、
臨
床
の
み
で
は
な
く
研
究

や
基
幹
病
院
で
の
医
学
教
育
に
女

性
医
師
が
積
極
的
に
従
事
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
だ
。
就
業
時
間

に
係
わ
ら
ず
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ

の
た
め
の
知
識
や
技
術
習
得
の
評

価
基
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
臨

床
研
修
制
度
に
お
け
る
産
休
期
間

中
の
身
分
保
障
、
再
開
時
の
研
修

継
続
の
保
証
、
さ
ら
に
女
性
医
師

を
ア
シ
ス
ト
す
る
医
師
が
疲
弊
し

な
い
よ
う
な
勤
務
体
制
や
、
男
女

と
も
に
相
互
理
解
し
な
が
ら
医
療

に
従
事
す
る
た
め
に
医
学
部
の

教
育
課
程
で
男
女
共
同
参
画
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
導
入
な
ど
も
求
め
ら

れ
る
。

２
０
３
５
年
の
他
業
種
と
の
就

業
時
間
の
格
差
是
正
に
向
け
、
医

療
界
の
意
識
改
革
や
チ
ー
ム
医
療

の
推
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
に
よ
る
効
率

化
、
地
域
医
療
提
供
体
制
に
お
け

る
機
能
分
化
、タ
ス
ク
シ
フ
ト
等
、

医
師
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
具
体
策
の
検
討
や
、
国
民
の

セ
ル
フ
ケ
ア
と
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ

シ
ー
の
向
上
の
た
め
の
幅
広
い
議

論
が
始
ま
っ
て
い
る
。（
次
号
に

続
く
） 

（
島
㟢
美
奈
子
）

厚
生
労
働
省
の『
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
』の
報
告
書

は
、医
師
の
時
間
外
労
働
規
制
の
具
体
的
な
在
り
方
や
労
働
時
間
の
短

縮
策
等
を
提
示
し
た
。今
後
も
増
加
す
る
女
性
医
師
の
就
労
支
援
を
、

働
き
方
改
革
で
い
か
に
実
行
し
て
い
く
の
か
、そ
の
具
体
的
な
制
度
設

計
は
将
来
の
医
療
提
供
体
制
構
築
に
向
け
た
最
重
要
課
題
だ
。

女
性
医
師
支
援
と

　
医
師
の
働
き
方
改
革

�

～
具
体
的
な
制
度
設
計
に
向
け
て
～

地区医師会長
連絡協議会報告
令和元年7月19日（金）

谷
区
）、
浅
野
優
（
品
川
区
）、
藤

井
大
吾
（
大
森
）、内
原
正
勝
（
三

鷹
市
）、
櫻
井
誠
（
府
中
市
）、
塩

谷
武
洋
（
日
野
市
）
各
会
長
の
紹

介
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
医
療
救

護
体
制
に
つ
い
て

（
２
）
平
成
31
年
度
児
童
虐
待
対

応
研
修
【
専
門
講
座
第
２
回
】
の

開
催
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
医
療
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
が
子
ど
も
達
の
サ
イ
ン
に

気
づ
く
視
点
を
持
ち
、
親
へ
の
働

き
か
け
の
方
法
を
知
る
こ
と
で
、

虐
待
の
深
刻
化
や
再
発
を
防
ぐ
こ

と
を
目
的
に
、
東
京
都
が
実
施
し

て
い
る
。
今
回
は
、
児
童
虐
待
に

関
連
す
る
「
親
子
関
係
」
の
理
解

を
テ
ー
マ
に
、
８
月
27
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
都
民
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。
会
員
へ
の
周
知
を
お

願
い
す
る
。

（
３
）
令
和
元
年
度
医
療
従
事
者

向
け
梅
毒
研
修
（
前
期
）
の
周
知

に
つ
い
て

　

近
年
、
都
内
の
梅
毒
患
者
の
報

告
数
が
急
増
し
て
お
り
、
東
京
都

で
は
医
療
従
事
者
を
対
象
に
診
療

で
必
要
な
知
識
や
情
報
が
得
ら
れ

る
研
修
会
を
実
施
す
る
。
９
月
24

日
（
火
）
に
町
田
市
医
師
会
館
、

10
月
11
日
（
金
）
に
新
宿
住
友
ス

カ
イ
ル
ー
ム
、
11
月
７
日
（
木
）

に
す
み
だ
産
業
会
館
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
午
後
７
時
半
か
ら
開
催

さ
れ
る
。
会
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
す
る
。

（
４
）
５
が
ん
検
診
普
及
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
送
付
に
つ
い
て

　

東
京
都
で
は
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
と
正
し
い
知
識
の
普
及

を
目
的
と
し
て
、
都
民
向
け
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
必
要
な
場
合
は
、
希

望
部
数
と
送
付
先
を
東
京
都
へ
連

絡
し
て
ほ
し
い
。
な
お
、
本
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
東
京
都
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
東
京
内
科
医
会
・
東
京
小

児
科
医
会 
合
同
学
術
講
演
会
の

開
催
・
周
知
に
つ
い
て

　

東
京
内
科
医
会
と
東
京
小
児
科

医
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
感
染

症
の
講
演
会
を
、９
月
20
日
（
金
）

午
後
７
時
半
か
ら
東
京
都
医
師
会

館
で
開
催
す
る
。
当
日
は
中
野
貴

司
川
崎
医
科
大
学
小
児
科
学
教
授

が「
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
続
く
日
本
、

今
後
懸
念
さ
れ
る
海
外
か
ら
の

様
々
な
感
染
症
に
つ
い
て
～
髄
膜

炎
菌
感
染
症
、
麻
し
ん
、
風
し
ん

等
～
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
行

う
。
会
員
へ
の
周
知
を
お
願
い

す
る
。
詳
細
は
右
記
参
照
。

（
６
）
令
和
元
年
度
東
京
都
在
宅

療
養
研
修
事
業
「
在
宅
療
養
推
進

研
修
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
地
域
に
お
い
て
在

宅
療
養
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

人
材
（
在
宅
療
養
リ
ー
ダ
ー
）
を

育
成
す
る
こ
と
で
地
域
の
在
宅
療

養
推
進
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
９
月
１

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
東
京
都

医
師
会
館
で
開
催
す
る
。

　

区
市
町
村
が
多
職
種
の
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
参
加
す
る
の
で
、
地

区
医
師
会
か
ら
は
診
療
所
医
師
・

病
院
医
師
の
２
名
体
制
で
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
一
般
の
人
の
た
め
の
第
14
回 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
報
告
に
つ
い
て 

 

（
千
代
田
区
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
11
回 

大
田
区
医
学
会
に
つ

い
て 

（
蒲
田
医
師
会
）

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
板
橋
区
医
師
会
医
学
会
に
つ
い

て 

（
板
橋
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
勧
奨
の
再
開
を
求
め
る
声

明
の
要
望
に
つ
い
て

 

（
目
黒
区
医
師
会
）

（
２
）
レ
セ
プ
ト
ソ
フ
ト
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ａ
が
有
料
化
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い

て

 

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
３
）
東
京
都
認
知
症
検
診
推
進

事
業
に
つ
い
て

 

（
東
久
留
米
市
医
師
会
）

（
４
）
東
京
消
防
庁
の
新
た
な
心

肺
蘇
生
の
運
用
に
つ
い
て

 

（
八
王
子
市
医
師
会
）

　

新
た
に
地
区
医
師
会
長
に
就
任

し
た
山
道
博
（
文
京
区
）、
伊
藤

隆
一
（
葛
飾
区
）、リ
ー
啓
子
（
渋
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高
齢
者
人
口
の
増
加
と
高
齢
者

の
高
齢
化
に
よ
る
在
宅
医
療
ニ
ー

ズ
の
増
加
に
対
し
、
か
か
り
つ
け

医
が
外
来
か
ら
在
宅
ま
で
継
続
し

て
医
療
を
提
供
で
き
れ
ば
療
養
者

は
安
心
し
て
在
宅
療
養
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
東
京
在
宅
医
療

塾
は
、
在
宅
医
療
へ
の
参
入
を
考

え
る
医
師
が
在
宅
医
療
の
基
本
的

事
項
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
平
成
29
年
度
に
開
講
し
た
。

本
塾
が
第
２
期
を
終
え
る
に
あ

た
り
、
今
期
の
実
績
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
今
回
は
第
１
期
の
内
容

を
さ
ら
に
凝
縮
し
て
６
回
開
催

し
、
68
名
の
医
師
が
参
加
し
た
。

講
義
の
内
容
は
東
京
都
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
動
画
を

配
信
し
て
い
る
の
で
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

ま
た
前
期
同
様
、
希
望
す
る
医

師
に
は
同
行
訪
問
診
療
研
修
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
は
13
名
か
ら

希
望
が
あ
り
、
現
時
点
で
７
名
が

終
了
し
て
い
る
。

第
２
期
の
終
了
に
あ
た
り
、
講

義
に
４
回
以
上
参
加
し
た
医
師
に

は
修
了
証
を
授
与
す
る
と
同
時

に
、
東
京
都
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
名
前
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
今
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構

成
に
お
い
て
は
、
専
門
的
な
部
分

は
で
き
る
だ
け
簡
素
化
し
、
基
本

事
項
に
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
た
。
結
果
的
に
、
さ
ら

な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

参
加
し
た
医
師
に
は
多
少
物
足
り

な
い
内
容
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ

り
、
今
後
の
企
画
の
検
討
課
題
と

す
る
。

次
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
都
医
ニ
ュ
ー
ス
７
月
号
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
ほ

し
い
。
毎
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
意
見
を
も
と
に
、
さ
ら
に
充
実

し
た
内
容
に
な
る
よ
う
企
画
を
担

う
東
京
都
医
師
会
在
宅
医
療
協
議

会
委
員
一
同
さ
ら
に
努
力
し
て
い

く
。
本
塾
を
修
了
し
た
医
師
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
参
加
し
、
在
宅
医
療
を
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
（
公
財
）
東
京
都
福
祉
保
健
財

団
で
は
、「
令
和
元
年
度
外
国
人

未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業
」
の
支

払
い
に
関
す
る
事
務
を
東
京
都
か

ら
受
託
し
、
今
年
度
は
、
補
て
ん

金
の
申
請
を
９
月
２
日
（
月
）
か

ら
10
月
４
日
（
金
）
の
間
に
受
け

付
け
ま
す
。

（
１
）
対
象
と
な
る
医
療
機
関

　

都
内
の
保
険
医
療
機
関
。
た
だ

し
、
開
設
者
が
東
京
都
で
あ
る
も

の
は
除
く
。

（
２
）
対
象
と
な
る
外
国
人

　

外
国
人
の
う
ち
、
都
内
に
居
住

し
、
ま
た
は
勤
務
す
る
者
で
、
公

的
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
も

の
、
ま
た
は
公
的
医
療
扶
助
の
給

付
を
受
け
な
い
も
の
。

（
３
）
対
象
と
な
る
医
療
費

　

外
国
人
の
不
慮
の
傷
病
に
対
す

る
緊
急
的
な
医
療
（
慢
性
疾
患
は

特
に
緊
急
性
を
要
し
た
場
合
に
限

る
）。

（
４
）
対
象
と
な
る
期
間

　

入
院
は
14
日
ま
で
、
外
来
は
３

日
ま
で
。

（
５
）
補
て
ん
額
の
算
定
方
法

　

医
療
機
関
の
回
収
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
未
収
と
な
っ
て
い
る
も

の
を
対
象
と
し
、
前
年
度
の
診
療

分
で
今
回
は
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

の
分
。
算
定
さ
れ
た
医
療
費
補
て

ん
額
は
、
同
一
医
療
機
関
の
同
一

患
者
に
つ
き
２
０
０
万
円
が
上

限
。
た
だ
し
、
当
該
患
者
か
ら
医

療
機
関
が
徴
収
し
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
等
は
、
そ
の
額
を
申
請
す

る
補
て
ん
額
か
ら
除
く
。

　

ま
た
、
算
定
方
法
に
よ
り
求
め

た
額
が
東
京
都
の
予
算
額
を
超
え

た
場
合
は
、
予
算
額
の
範
囲
内
で

一
律
に
按
分
の
う
え
医
療
機
関
に

支
払
う
。

（
６
）
補
て
ん
申
請
受
付
期
間

　
　

  

お
よ
び
支
払
日

　

令
和
元
年
９
月
２
日
か
ら
10
月

４
日
ま
で
を
受
付
期
間
と
し
、
レ

セ
プ
ト
の
審
査
等
を
行
っ
た
う
え

で
、
令
和
２
年
３
月
頃
に
医
療

機
関
が
指
定
す
る
口
座
に
振
り

込
む
。

（
７
）
申
請
書
の
手
続
き

　
「
令
和
元
年
度
外
国
人
未
払
医

療
費
補
て
ん
金
申
請
書
」、「
令
和

元
年
度
外
国
人
未
払
医
療
費
補
て

ん
金
申
請
内
訳
」、「
令
和
元
年
度

外
国
人
未
払
医
療
費
調
査
票
」、

「
令
和
元
年
度
外
国
人
未
払
医
療

費
に
係
る
回
収
努
力
の
経
過
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
診
療
報

酬
明
細
書
（
写
し
で
可
）」
を
加

え
た
５
点
の
書
類
を
東
京
都
福
祉

保
健
財
団
へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
。
持
参
す
る
場
合
の
受
付
時
間

は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月

～
土
曜
日
［
祝
日
を
除
く
］）。
申

請
書
は
次
の
ア
ド
レ
ス
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

http://www.fukushizaidan.
jp/501gaikoku/index.html

■
「
回
収
努
力
」
の
要
件
の

　

  

新
設
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
補
て
ん
分
（
平
成

31
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
31
日
ま
で
の
診
療
分
）
か
ら
、

「
回
収
努
力
」
に
つ
い
て
、
以
下

の
と
お
り
要
件
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
回
収
努
力
を

行
っ
た
記
録
が
求
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
１
）
未
払
対
象
者
へ
の
督
促
を

複
数
回
行
う
こ
と
。
ま
た
、
少
な

く
と
も
３
カ
月
に
１
度
以
上
、
督

促
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
１
回
の
督
促
に
つ
き
、
複

数
の
手
段
（
電
話
・
文
書
・
訪
問

等
）を
用
い
て
督
促
を
行
う
こ
と
。

※
た
だ
し
、
未
払
対
象
者
が
所
在

不
明
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
不
可

能
な
場
合
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

■申請書類の提出先
〒 160-0021
新宿区歌舞伎町 2-44-1
東京都健康プラザ
ハイジア 4 階

（公財）東京都福祉保健財
団人材養成部健康支援室
☎ 03-5285-8001

▪ 申請期間
９月２日（月）～
� 10月４日（金）
▪ 対象となる診療期間
平成30年４月１日～
� 平成31年３月31日

外
国
人
未
払
医
療
費
補
て
ん
事
業

理
事

佐さ

々さ

木き 

聡さ
と
し 

60 

（
眼
科
）

①
昭
和
34
年
６
月
30
日

②
福
島
県
立
医
科
大
学

③ 
浅
草
医
師
会
会
長
、
都
医
代
議
員
、

日
医
代
議
員

④ 

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
、ウ
イ
ン
ド
シ
ン
セ
、

パ
ソ
コ
ン
、
Ｂ
級
グ
ル
メ

⑤
点
滴
石
を
穿
つ

理
事

弘ひ
ろ

瀨せ 

知ち

江え

子こ 

64 

（
内
科
、

小
児
科
）

①
昭
和
29
年
８
月
28
日

②
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
大
学
院

③ 

大
森
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、
都

医
代
議
員
、
同
学
校
医
委
員
会
委
員

④
読
書
、
料
理

⑤ 

こ
の
道
よ
り
我
を
生
か
す
道
な
し
、

こ
の
道
を
行
く
（
武
者
小
路
実
篤
）

理
事

魚う
お

住ず
み 

葵あ
お
い 

64 

（
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
外
科
）

①
昭
和
30
年
１
月
18
日

②
金
沢
医
科
大
学
医
学
部

③ 

江
東
区
医
師
会
理
事
、
都
医
労
災
・

自
賠
責
委
員
会
委
員
、
同
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長

④
下
手
な
ゴ
ル
フ
、
遅
い
ラ
ン
ニ
ン
グ

⑤ 

明
日
あ
り
と
思
う
心
の
仇
桜 

夜
半

に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は

理
事

黒く
ろ

瀨せ 

巌い
わ
お 

57 

（
内
科
）

①
昭
和
37
年
１
月
10
日

②
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

③ 

新
宿
区
医
師
会
副
会
長
、
都
医
医
療

情
報
検
討
委
員
会
委
員
長

④
陶
芸
（
共
同
窯
元
）、阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
、
ヨ
ッ
ト
、
そ
の
他
小
学
生
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
の
チ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
も
務
め
て
い
ま
す

⑤ 

知
之
者
不
如
好
之
者
、
好
之
者
不
如
楽
之
者
（
こ
れ
を
知
る
者
は

こ
れ
を
好
む
者
に
如
か
ず
、
こ
れ
を
好
む
者
は
こ
れ
を
楽
し
む
者

に
如
か
ず
）

東
京
都
医
師
会
新
役
員
紹
介

①
生
年
月
日　

②
最
終
卒
業
校　

③
略
歴　

④
趣
味　

⑤
好
き
な
言
葉

東京都医師会「医学研究賞」
「グループ医学賞」募集

東京都医師会では「東京都医師会医学研究賞」「東京都医師会
グループ医学賞」を設けております。令和元年度も募集を行
いますので、所属の地区医師会へ要綱等をご確認の上ご応
募ください。
■医学研究賞
表彰：医学研究賞・若干名（助成費100万円）、奨励賞・若
干名（助成費30万円）
＊研究賞以外の優秀な原著論文を発表した筆頭著者に対し奨励賞を贈る
＊臨床医学（社会医学を含む）分野および基礎医学（臨床への貢献が期待
されるもの）分野の応募数を勘案して選出する
応募資格：都医会員であること。
＊平成26年度から平成30年度の本賞受賞者を除く
対象論文：臨床医学（社会医学を含む）、基礎医学（臨床へ
の貢献が期待されるもの）の分野において優れた原著論文を
発表した筆頭著者、またはequally contributed author（複
数筆頭著者）。原著論文は平成30年度（平成30年4月1日～
平成31年3月31日）発行の学術雑誌に発表されたもの。
＊発表年月は冊子体のものを適用とするが、オンライン掲載のみの場合
はこの限りではない　＊応募者は共著者の承諾を得ること　＊同一研究
によるグループ医学賞との重複応募は不可とする
応募方法：候補者調書に原著論文一篇を添付の上、所属地
区医師会経由で提出する。
■グループ医学賞
表彰：1～2グループ（助成費100万円）
応募資格：都医会員が所属するグループ。但し、代表者は
本会会員であること。
＊平成26年度から平成30年度の本賞受賞グループを除く
対象：地域において臨床・社会医学の研究あるいは医療の
実践に優れた業績をあげたグループ。
＊対象外　①大学間のみでの共同研究　②委託事業
＊同一研究による医学研究賞との重複応募は不可とする
応募方法：応募用紙にグループ研究・社会医学活動の内容
を証明し得る資料を添付の上、代表者の所属する地区医師
会経由で提出する。
◎ 表彰式・講演会等：両賞受賞者には、表彰式において表
彰するとともに、受賞内容についてご講演いただく。また、
東京都医師会雑誌に受賞内容の概要をご執筆いただく。
◎ 都医の受付期間：令和元年9月1日（日）～9月30日（月）
 （東京都医師会必着）
◎お問い合わせ先：東京都医師会 広報学術情報課 
　　　　　　　　　TEL：03-3294-8821（代）

第
２
期
東
京
在
宅
医
療
塾
を
振
り
返
っ
て
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東
日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
２

０
１
１
年
に
我
が
家
に
ト
イ

プ
ー
ド
ル
が
や
っ
て
来
て
、
そ

れ
以
来
わ
が
娘
の
よ
う
に
可
愛

が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
近

く
の
井
の
頭
公
園
に
は
大
変
多

く
の
ワ
ン
コ
が
散
歩
し
て
い
る

の
が
日
常
で
あ
る
こ
と
を「
娘
」

と
生
活
し
て
初
め
て
気
付
か
さ

れ
た
。
イ
ヌ
を
通
し
て
多
く
の

友
人
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
友
人
か
ら
の

薦
め
も
あ
っ
て
通
っ
て
い
る
お

店
を
紹
介
し
た
い
。

Ｓ
Ｉ
Ｚ
Ｚ
Ｌ
Ｅ

井
の
頭
通
り
沿
い
に
あ
る
界

隈
の
住
人
に
と
っ
て
オ
ア
シ
ス

の
よ
う
な
店
。
駅
か
ら
ち
ょ
っ

と
離
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
予
約
を
取
る
の
が
し
ば
し

ば
困
難
な
こ
と
も
あ
る
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
は
有
名
フ
レ
ン
チ

レ
ス
ト
ラ
ン
、
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
で
修
業
し
て
お
り
、
味
に
う

る
さ
い
住
民
も
満
足
さ
せ
る
創

作
フ
レ
ン
チ
と
選
り
す
ぐ
り
の

ワ
イ
ン
が
味
わ
え
る
。
テ
ラ
ス

席
に
て
犬
同
伴
で
食
事
が
で

き
、
留
守
番
嫌
い
の
ワ
ン
コ
を

連
れ
て
い
け
る
小
さ
な
隠
れ
家

で
、
ワ
ン
コ
同
伴
で
こ
れ
程
ク

オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
フ
レ
ン
チ

は
他
に
な
い
。（
武
蔵
野
市
吉

祥
寺
本
町
３

─

26

─

11 

電
話
０

４
２
２

─

３
８

─

５
５
８
０
）

Ｌ
Ａ 
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ａ

み
ん
な
が
集
ま
る
庶
民
的
お

店
。「
娘
」
も
お
気
に
入
り
で

Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ａ
の
言
葉
を
聞
く

と
甲
高
い
雄
叫
び
を
上
げ
る
。

肩
の
凝
ら
な
い
店
の
せ
い
か
。

い
ろ
い
ろ
な
人
と
ワ
ン
コ
が
集

ま
っ
て
く
る
た
め
、
ワ
ン
コ

ウ
ォ
ッ
チ
も
楽
し
み
の
一
つ

だ
。
こ
こ
で
い
た
だ
く
冷
え
た

Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ
（
イ
タ
リ
ア

ビ
ー
ル
）
と
ピ
ザ
は
絶
品
。
娘

は
子
牛
の
グ
リ
ル
が
お
気
に
入

り
!?
で
、
出
て
く
る
ま
で
厨
房

の
方
へ
じ
っ
と
視
線
を
投
げ
続

け
料
理
が
来
よ
う
も
の
な
ら
大

き
な
声
で
キ
ュ
ン
キ
ュ
ン
鳴
き

出
す
の
で
あ
る
。（
武
蔵
野
市

吉
祥
寺
南
町
１

─

10

─

11 

電
話

０
４
２
２

─

７
１

─

４
８
０
０
）

八
十
八
夜

こ
こ
も
ち
ょ
っ
と
隠
れ
家
的

な
名
店
で
自
然
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
料
理
を
出
し
て
い
る
。

こ
こ
は
カ
ッ
プ
ル
も
多
く
、
犬

を
連
れ
て
い
く
と
よ
く
女
性
の

方
が
「
か
わ
い
い
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
、
娘
は
頭
を
気
持
ち

よ
く
な
で
て
も
ら
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
、
甘
え
た
声
を
出

す
。
特
に
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
は

人
気
で
、
す
ぐ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
予
約
を
入
れ
る
時
に

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い

る
。
大
山
鶏
の
み
そ
焼
き
が
日

本
酒
に
よ
く
合
い
お
す
す
め

だ
。（
武
蔵
野
市
御
殿
山
１

─

２

─

１ 

吉
祥
寺
御
殿
山
デ
ュ
ー

プ
レ
ッ
ク
ス
リ
ズ
２
階 

電
話

０
４
２
２

─

２
４

─

９
４
９
０
）

 

（
広
報
委
員
・
山
本 

純
）

137緩
徐
な
少
子
化
・
高
齢
化
な
ら

そ
れ
な
り
に
均
衡
の
あ
る
調
和
の

と
れ
た
社
会（
北
欧
型
の
よ
う
な
）

は
構
築
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ

ま
で
急
激
な
少
子
・
超
高
齢
・
多

死
・
人
口
減
少
は
例
を
み
な
い
。

２
０
２
５
年
問
題
を
目
前
に
、
多

職
種
連
携
・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
激
増
す
る
後
期

高
齢
者
対
策
は
待
っ
た
な
し
で
あ

る
。
し
か
し
、分
厚
い
中
産
階
級
、

老
若
男
女
が
均
衡
す
る
社
会
を
形

成
し
、
多
く
の
国
民
が
普
通
に
働

き
普
通
に
生
活
で
き
る
た
め
に
は

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き

な
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
今
の
我

が
国
の
、
結
婚
し
た
く
て
も
子
を

産
み
育
て
た
く
て
も
な
か
な
か
で

き
な
い
若
年
層
の
労
働
環
境
、
経

済
環
境
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が

解
決
さ
れ
な
い
と
本
質
的
な
解
決

に
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
富
の
再

配
分
が
分
厚
い
中
産
階
級
（
中
流

階
級
）
を
形
成
し
社
会
を
安
定
さ

せ
る
よ
う
に
、
少
子
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
に
も
富
の
再
配
分
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
の
財
政
と
税
制

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

先
般
、
自
見
は
な
こ
参
議
院
議

員
を
は
じ
め
と
し
た
医
系
議
員
、

女
性
議
員
を
中
心
と
し
た
先
生
方

の
ご
尽
力
で
成
育
基
本
法
が
成
立

し
た
。
こ
の
基
本
法
に
基
づ
き
、

ぜ
ひ
と
も
小
児
医
療
費
助
成
制
度

と
同
様
の
妊
産
婦
医
療
費
助
成
制

度
（
一
部
の
自
治
体
で
既
に
実
施

し
て
い
る
）の
確
立
を
求
め
た
い
。

財
政
・
税
制
を
総
動
員
し
て
Ａ
Ｙ

Ａ
世
代
の
支
援
を
一
刻
も
早
く
強

力
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
要
望

す
る
。

東
京
産
婦
人
科
医
会
は
設
立
71

周
年
、
会
員
数
１
２
８
０
名
、
ほ

ぼ
全
員
が
都
医
会
員
で
も
あ
る
。

主
な
仕
事
は
、
①
母
体
保
護
法
の

適
正
運
用
・
認
定
更
新
に
関
わ
る

作
業
、
②
会
員
向
け
学
術
講
演
会

開
催
、
③
子
宮
が
ん
撲
滅
を
目
指

す
ワ
ク
チ
ン
接
種
積
極
的
勧
奨
再

開
、
検
診
受
診
勧
奨
運
動
、
④
産

後
ケ
ア
体
制
の
確
立
、
⑤
特
定
妊

婦
の
支
援
（
妊
婦
だ
が
妊
娠
届
を

せ
ず
母
子
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

な
い
。
妊
婦
健
診
を
受
け
て
お
ら

ず
陣
発
や
破
水
で
飛
び
込
み
分
娩

ま
た
は
自
宅
分
娩
）、
⑥
望
ま
ぬ

妊
娠
の
回
避
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
、
⑦
中
学
校
・
高
校
・
養

護
学
校
に
お
け
る
性
教
育
の
実

施
、
講
師
派
遣
、
⑧
育
児
ネ
グ
レ

ク
ト
、
虐
待
防
止
相
談
、
都
へ
の

協
力
、
⑨
性
犯
罪
被
害
者
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
対
応
、
都
へ
の
協
力
、

⑩
災
害
時
の
周
産
期
医
療
体
制
の

確
立
に
関
し
都
へ
協
力
、
⑪
新
生

児
聴
覚
検
査
の
周
知
、
実
施
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
都
や
、
都
医
と
一

体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い

る
。
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
・
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
が
ま
す
ま
す
求
め
ら

れ
て
い
る
。

東
京
産
婦
人
科
医
会
の

取
り
組
み

�

東
京
産
婦
人
科
医
会�

副
会
長
　
松
本
和
紀

趣 味 の 散 歩

イヌを連れていける
おすすめの店

吉祥寺界隈

　

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
医
療
対
策
は
、
①
日
常
の
医
療
体
制
を
堅

持
す
る
こ
と
、
②
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
に
伴
う
医
療
需
要
に
対
応

す
る
こ
と
、
③
テ
ロ
や
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
事
案
発
生
に
伴
う
医
療
需
要

に
対
応
す
る
こ
と
の
３
本
柱
か
ら
な
る
。

　

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者

は
、
行
政
や
専
門
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
・
立

案
の
段
階
か
ら
参
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
で
は
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
特
有
の
傷
病
や
事
故
、
Ｃ
Ｂ
Ｒ

Ｎ
Ｅ
災
害
を
想
定
し
、
救
急
医
療
・
救
護
対
応
を
行
う
た
め
に
必

要
な
知
識（
真
夏
の
開
催
に
伴
う
熱
中
症
対
策
、
外
国
人
医
療
対

策
、
感
染
症
対
策
な
ど
）を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
目
前
に
控
え
、
大
規
模
イ

ベ
ン
ト
開
催
地
域
の
医
師
に
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で

あ
る
。

発
行
▼
へ
る
す
出
版　

価
格
▼
２
０
０
０
円（
税
別
）

大規模イベント 
医療・救護ガイドブック
日本医師会、東京都医師会 監修

日本医師会救急災害医療対策委員会、
東京都医師会救急委員会 編集

山口芳裕 編集代表

LA BEFANA

知ってますか？

介護・医療・保健・福祉などの側面か
ら高齢者を支える「総合相談窓口」。
高齢者が住み慣れた地域で生活できる
よう、保健師・社会福祉士・主任ケア
マネジャーなどが中心となって相談・支
援を行っている。
業務内容をわかりやすく表示するた
め、「おとしより相談センター」「高齢者
あんしんセンター」「おたっしゃ本舗」な
どの愛称をつけている自治体もある。

地域包括支援センター
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加瀬佳代子玉川医師会

　娘の受験が推薦という形で早く終わり、毎年恒例にしている春の
海外旅行に行けることとなりました。診療時間を制限している上に
長めに休むことに罪悪感を覚えながらも、やりたいことはやれる間
にしないと後悔することを患者さんから学ばせていただいたので、
休んですみませんと思いながらも毎年春の旅行を楽しんでおり
ます。
　今回は娘の希望を優先してオーロラ鑑賞と決めパンフレットを集
めましたが、その中で目に留まったのはかねてから泊まってみた
かったカナダのバンフスプリングスホテルに2泊してからオーロラ
鑑賞に向かう10日間のツアーでした。
　バンフも素晴らしかったのですが今回の主役はあくまでもオーロ
ラ。オーロラ鑑賞について記したいと思います。
　今回拠点となったのは北緯62°の極寒の地イエローナイフ。滞在
中はマイナス20℃～30℃で防寒着なしでは外を歩くことはできま
せん。しかし湿度が低いせいか思ったより寒さは感じませんでした。
そこに5泊したのですが、1日の行動パターンはほぼ同じで10時頃
起床しランチを食べ、午後は町に出たりゆったり過ごし、夕食を終
えてから活動が始まります。夜8時頃バスに乗り、30分程離れたオー

ロラビレッジというオーロラ鑑賞に特化した施設へ移動し、グルー
プごとにティーピーという先住民のテントでオーロラを待ち、オー
ロラが出たら外へ出て鑑賞し、夜中の2時頃ホテルへ帰るという1
日です。5泊したので5回のオーロラチャンスがあったのですが、
幸運にも初日から淡緑や赤のグラデーションの動くオーロラを見る
ことができ大興奮。その上2日目、3日目は天空からのカーテンが
幾重にも連なりユラユラ揺れるような淡緑色、水色、桃色のオーロ
ラや渦巻くオーロラ等を見ることができ、これはレベル5という最
高レベルのオーロラだったそうです。4日目、5日目もオーロラが
出現し、連日パーフェクトでした。このようなことはめったにない
ようで本当に幸運でした。
　帰国後もあの神秘的な美しい光景が目に焼きついており、今度は
北欧のオーロラも見てみたいと思う程オーロラに魅せられてしまっ
た旅でした。
� （玉医ニュース�No.636から抜粋）

連日のオーロラに魅せられて
ふれあいポスト 各地区会報から

お台場花火� 新宿区医師会  細谷哲男

12月の毎週土曜日には15分間だけ花火が上がります。レインボーブリッジ、
屋形船がきれいでした。

夏のお台場での花火大会� 新宿区医師会  細谷哲男

レインボーブリッジ近くから三脚とレリーズケーブルで想いを込めてシャッ
ターを押しました。素敵な一枚の写真です。
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通信競争はやがて
社会の在り方をかえる？

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

令
和
元
年
５
月
10
日
に
改
正
電
気
通
信
事
業

法
が
成
立
し
、
携
帯
電
話
の
通
信
料
の
値
下
げ

競
争
が
始
ま
っ
た
が
、
来
年
に
は
Ｉ
ｏ
Ｔ

（Internet of Things

）
や
Ｖ
Ｒ（Virtual Reality

）

の
利
便
性
を
高
め
る
第
５
世
代
移
動
体
通
信
方

式
（
５
Ｇ
）
が
登
場
す
る
。
５
Ｇ
は
今
ま
で
の

世
代
（
４
Ｇ
）
に
比
べ
10
～
１
０
０
０
倍
近
く

高
速
・
大
容
量
通
信
が
可
能
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
遅
延
は
な
く
、
１
０
０
万
台
以
上
の
端
末
機

器
と
同
時
接
続
が
可
能
と
な
る
た
め
、
ネ
ッ
ト

回
線
で
混
雑
遅
延
す
る
こ
と
な
く
ラ
イ
ブ
に
作

動
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
電
化
住
宅
や

自
動
運
転
自
動
車
な
ど
多
く
の
分
野
が
稼
働
し

始
め
る
。
情
報
収
集
社
会
・
Ａ
Ｉ
社
会
の
到
来

で
あ
る
と
と
も
に
、
遠
距
離
物
流
が
減
少
し
、

社
会
の
コ
ロ
ニ
ー
化
、
コ
ロ
ニ
ー
間
で
の
物
流

増
加
な
ど
が
予
測
で
き
る
。
医
療
も
地
区
単
位

で
の
活
動
が
増
え
、
移
動
距
離
は
な
る
べ
く
短

く
な
り
物
流
が
減
少
し
た
社
会
構
図
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
ま
る
で
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
の
宇
宙

コ
ロ
ニ
ー
の
世
界
の
よ
う
に
、
次
世
代

（Society5.0

）
は
生
活
様
式
管
理
が
変
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

　

通
信
競
争
は
米
国
、
中
国
を
中
心
に
激
化
し

て
い
る
。
日
本
で
の
５
Ｇ
競
争
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
よ
う
だ
が
、
米
国
や
中
国
の
世
界
で
は

す
で
に
社
会
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

日
本
は
現
在
通
信
後
進
国
で
あ
り
、
医
療
分
野

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
５
Ｇ
導

入
後
加
速
的
に
進
歩
す
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

社
会
を
予
測
し
行
動
し
て
い
か
な
い
と
対
応
が

間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
経
済

社
会
と
医
療
社
会
は
連
携
し
な
い
と
い
け
な

い
。
高
齢
化
少
子
化
が
情
報
化
社
会
を
推
し
進

め
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

 

（
山
本 

亘
）

感
染
症
豆
知
識

　昨年からコンゴ民主共和国でエボラウイルス病が大流行、6月
末現在感染者2231人、うち死亡者1563人に達している。4月をピー
クに下降局面に入っているが、病気への正しい知識や対策資金の
不足から収束が見えていない。6月初旬には隣国のウガンダ共和
国で3名の患者が発見された。いずれもコンゴで感染し、ウガン
ダ国内で発症したものである。筆者はその最中にマラリア調査の
ためウガンダに入国したが、国内は落ち着いており、幾度となく
エボラの封じ込めを経験した当国の落ち着きと自信が感じられた。
　エボラの自然宿主はオオコウモリと考えられている。宿主動物
やそこから感染した霊長類などへの接触が発端となり、ヒト–ヒ
ト間の感染によって爆発的な流行となる。患者の血液、尿、唾液、
汗、便、嘔吐物、母乳、精液などが粘膜や皮膚の傷口へ接触する
ことによって感染するが、空気感染、飛沫感染、経口感染の可能
性はほとんどない。また、症状発現前の患者との接触では感染し
ないとされている。
　潜伏期は約10日、発熱、頭痛などで発症、やがて嘔吐や下痢
が出現する。致死率は25～90％と幅があるが、脱水のすみやかな
補正が予後を大きく改善することがわかってきた。出血症状は
1割であり、病名がエボラ出血熱からエボラウイルス病に改めら
れている。
　治療薬は開発中である。モノクローナル抗体であるZMappでは
ランダム化比較試験が実施され、死亡率は標準治療群の37％に対
し、投薬群が22％であった。しかし症例数が少なく治療効果は結
論づけられていない。認可されたワクチンはまだないが、rVSV-
ZEBOVワクチンでは高い発症予防効果が示されており、今回の流
行では対策ツールとして用いられている。長期間での安全性や効
果については不明である。日本でもエボラを取り扱うことが可能
なバイオセーフティーレベル4の施設運用が本格的に始まり、エ
ボラ対策への科学的貢献が見込まれる。

［附記］
　7月17日にWHOから国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態

（PHEIC）が宣言された。
 （文責：美田敏宏）

無 声 拝 聴 エボラウイルス病（エボラ出血熱）との戦いの今

○  開　催　日 ： 令和元年10月27日（日）
○  会　　　場 ： 東京国際フォーラム　ホールC（JR有楽町駅前）
○  講　　　演 ： 尾木直樹（教育評論家・元法政大学教授）
○  コンサート ： 千住真理子、N響メンバーによるアンサンブル

詳細および応募方法は、今月発行の組合報220号にてお知らせいたします

医師国保からのお知らせ

♪ 講演と音楽の集いについて ♪
「講演と音楽の集い」を、今年も下記のとおり実施いたします

皆様のご参加を心よりお待ちしております

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431 （総務課）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局
東京都世田谷区上馬1-15-3 MK三軒茶屋ビル3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：admin@imsj.or.jp　URL：http://www.imsj.or.jp/

日時▶9月19日（木） 18時～20時
会場▶学士会館2階202号室（千代田区神田錦町3-28〈駐車場無料〉） TEL：03-3292-
5936 
開会挨拶▶石橋健一（（公財）日本国際医学協会 理事長）
司会▶近藤太郎（（公財）日本国際医学協会 常務理事）
〔第1部〕講演①「アルツハイマー病の最新医療 ―現状と展望―」伊東大介（慶應義
塾大学医学部神経内科 専任講師）／講演②「アルツハイマー病の診断・治療・予防法
開発」松原悦朗（大分大学医学部医学科神経内科学講座 教授）
〔第2部〕感想「AMEDのミッション：グローバルデータシェアリングによる医学・
医療の課題解決」末松 誠（国立研究開発法人日本医療研究開発機構 理事長）
会費▶維持会員／賛助会員5,000円、非会員7,000円、学生2,000円
取得単位▶日医生涯教育制度1単位（カリキュラムコード：9、29）、（公財）日本薬剤
師研修センター認定薬剤師制度1単位

第441回 国際治療談話会 例会
「認知症における先進的研究の進歩 －診断と治療の現状－」
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

北
里
大
学
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
／
教
授

 

守  

屋   

達  

美  

先
生

埼
玉
医
科
大
学
腎
臓
内
科
教
授

岡  

田   

浩  

一  

先
生

慢
性
腎
臓
病
お
よ
び
糖
尿
病
性
腎
臓
病

�

（
Ｄ
Ｋ
Ｄ
）に
つ
い
て

日 時　令和元年9月19日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　10、24、76、82
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

共催
東 京 都 医 師 会

小 野 薬 品 工 業 株 式 会 社

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口） 下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口） 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口） 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）

糖
尿
病
専
門
医
か
ら
み
たDiabetic 

kidney disease

（
Ｄ
Ｋ
Ｄ
）の
正
体
は
？

守
屋
達
美 

先
生

糖
尿
病
患
者
の
腎
障
害
の
す
べ
て
が

糖
尿
病
性
腎
症
（
腎
症
）
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
近
年
、
腎
症
を
含
め
た
糖
尿
病

に
起
因
す
る
腎
合
併
症
を
Ｄ
Ｋ
Ｄ
と
称
す

る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
た
。
典
型
的
な
腎
症

経
過
を
示
す
例
が
減
少
し
た
か
ら
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
正
常
～
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン

尿
期
の
腎
機
能
低
下
例
を
「
典
型
的
腎
症

で
は
な
い
」と
判
断
す
る
根
拠
は
少
な
い
。

腎
症
か
、
他
腎
疾
患
か
、
腎
機
能
は
そ
の

後
さ
ら
に
低
下
す
る
の
か
、
私
達
は
十
分

な
知
見
を
持
っ
て
い
な
い
。
Ｄ
Ｋ
Ｄ
の
大

部
分
は
腎
症
で
あ
る
が
、
動
脈
硬
化
性
腎

疾
患
、
脂
質
関
連
腎
症
、
肥
満
関
連
腎
症

は
Ｄ
Ｋ
Ｄ
だ
ろ
う
か
。
Ｄ
Ｋ
Ｄ
の
概
念
・

定
義
・
診
断
・
治
療
な
ど
に
は
不
明
瞭
な

点
が
多
い
。

結
局
は
、
糖
尿
病
患
者
の
尿
中
ア
ル

ブ
ミ
ン
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
経
過
を
綿
密
に
観
察

し
、鑑
別
診
断
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

安
易
に
「
こ
の
患
者
は
Ｄ
Ｋ
Ｄ
だ
」
と
結

論
づ
け
て
は
な
ら
な
い
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
８
の

改
訂
と
日
本
腎
臓
病
協
会
の
取
り
組
み
：

腎
臓
病
対
策
検
討
会
報
告
書
を
踏
ま
え
て

岡
田
浩
一 
先
生

２
０
１
８
年
７
月
に
厚
生
労
働
省
健

康
局
が
ん
・
疾
病
対
策
課
か
ら
、「
腎
疾

患
対
策
検
討
会
報
告
書
～
腎
疾
患
対
策
の

更
な
る
推
進
を
目
指
し
て
～
」
が
発
出
さ

れ
た
。
今
後
10
年
間
の
日
本
の
慢
性
腎
臓

病
対
策
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
展
開
さ

れ
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
６
月
に
は
、「
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
０
１
８
」
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
の

主
な
担
い
手
で
あ
る
か
か
り
つ
け
医
を
利

用
者
に
想
定
し
、
よ
り
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル

な
内
容
に
改
訂
さ
れ
た
。
ま
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
腎
臓
病
協
会
」
が
発
足
し
、
各

都
道
府
県
に
責
任
者
を
任
命
し
、
地
域
ご

と
に
か
か
り
つ
け
医
、
専
門
医
、
行
政
か

ら
な
る
診
療
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

普
及
と
診
療
連
携
体
制
の
構
築
は
腎
疾
患

対
策
検
討
会
報
告
書
に
掲
げ
ら
れ
た
目
標

達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
で
あ
り
、

広
く
一
般
医
家
の
先
生
方
に
も
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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　田園調布医師会の会員はA会員154名、B会員87名、計241
名で医療機関数は154です。
　我々の住む大田区は人口734,163人（令和元年6月1日現在）
と23区で3番目、またその面積は23区中1番となっています。
　この大きな大田区には3つの医師会があります。それぞれに特
徴があり、田園調布医師会は住宅地区、大森医師会は住宅地区と
商工業地区、蒲田医師会は商工業地区が中心となっています。我々
田園調布地域は住宅街であるがゆえに各診療所がかかりつけ医と
して地域に密着した医療を行っている場合が多く、外来に来られ
なくなった患者さんを在宅で診る先生が多いところです。病院は
大田区の三医師会で最も少なく3つしかありません。それゆえ地
域の病院と関係がとても密接で良い連携が構築されております。
しかし、患者さんの希望で他の地域のいろいろな病院とも連携を
とらねばなりません。地域包括ケアという概念からすれば、なか
なか難しいところです。しかし、他地域のいろいろな病院と連携
していても地域の介護機能が充実していれば地域包括ケアは十分
に機能します。
　当医師会では平成15年より「かかりつけ医と介護支援専門員と
の懇談会」を開始。以後平成24年より「在宅を支える専門職の集
い」、平成26年4月からは「地域包括ケアの会」と名称を変え、
在宅医療の検討をいろいろな職種の方を集めて行っています。平
成26年からの「地域包括ケアの会」は医師会管内4つの包括支援
センターごとに集まりを持ち、現在までに各地域5～8回、計26

回開催しています。職種は病院の医師・開業医、歯科医師、薬剤
師、看護師、栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、
MSW、地域包括職員、ケアマネジャー、介護サービス事業者に
加え行政の方々など、在宅に関係するほとんどすべての職種の方
にご参加いただいております。毎回100名ほどの参加があり、ミ
ニ講座・事例検討・グループ討議・時々行われる親睦会を通して
意見交換・相互理解を深め、顔の見える連携を目指しております。
この活動の成果として、最近ではいろいろな職種の方から気軽に
相談されるようになり、きめ細やかな連携が構築されつつありま
す。今後も一層の連携強化を目指していきます。
　田園調布・大森・蒲田の三医師会は月に1度の連絡協議会など
を通じて意思疎通を図り、行政との交渉においては三医師会が共
通の認識を持って交渉にあたっております。この三医師会共同の
活動により、平成28年度から大田区の援助を受け大田区三医師
会で「認知症検診」を実施。令和元年度には20歳を迎える新成人
を対象に、大田区胃がん対策推進事業の一環として「若年ピロリ
菌検診」が実施されます。また令和2年度より「大田区骨粗鬆症
検診」が満40歳から5歳おきに70歳までの女性を対象に実施さ
れる予定です。このように大田区は三医師会が協力して大田区民
全体の健康・医療を充実させるとともに、各医師会が地域性を生
かした医療・介護を行っています。これからも三医師会が協力し
て区民の健康増進を図るとともに、地域性を生かした活動をして
いきたいと思っております。

地区医師会長からの一言
地域性を考慮した
医療・地域包括ケアシステム
田園調布医師会長　竹内昭一
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